


組合からのお知らせ

１．「食の安全シンポジウム」（茨城県水戸市開催）

①日時：平成２１年６月２５日（水）１３：３０～１６：００

②場所：公立学校共済組合「ホテルレイクビュー水戸」（２Ｆ）

③「食の安全シンポジウム」終了報告

今回の「安全協農薬シンポジウム」は、「食の安全と農薬の関わりについて，農産物生産に関する最

近の取り組みについて広く知ることで，消費者と生産者双方の理解を得る。」を目的に、地域の実情

に合わせ手作りのシンポジウムとした。シンポジウムの様子は以下のとおり。

○茨城県植物防疫協会事務局長小沼健司さんの進行により定刻スタート

○茨城県農薬卸連絡協議会 谷口（やぐち）会長による開会挨拶

○消費者や生産者の皆さんを対

象に農薬の果たす役割、食の安全

に向けた取組などについて理解

を深めて頂くため、茨城県植物防

疫協会、農薬工業会茨城県支部、

茨城県農薬卸連絡協議会と協賛

し、茨城県後援のもと、今回のシ

ンポジウムを企画しました。 今

回のこれが、生産者と消費者の信

頼につながり、リスクコミニュケ

ーションの一助になれば幸いで

すと挨拶した。

◆開催日時：平成 21 年 6 月 25 日

13:30～16:30

◆開催場所：ホテルレイクビュー

水戸２Ｆ

◆参加人員：主婦や生産者など約

200 名

◆主催：全国農薬安全指導者協議会

◆協賛：茨城県植物防疫協会、農薬

工業会茨城県支部、茨城県農薬卸連

絡協議会

◆後援：茨城県、全国農薬安全指導

者協議会茨城県支部



◎一部：本山先生の講演

本山先生は長年の研究データをもとに、上記６項目について分かりやすく講演された。

エコ認定農作物と通常栽培農作物との残留農薬の検出率、残留濃度に差がないといった調査データや、

FAO が先日発表した世界の飢餓人口が１０億人を超える現実の中にあって、日本では残留基準値をちょ

っとでも超え農薬が検出された場合、人体に殆ど影響のない微量であっても全て破棄されてしまう現状

を挙げ、安全性に対する正しい情報が理解されていないと指摘した。

◎二部 パネルディスカッション「食の安全を意識した農産物について」

司会者がコーディネータとパネリストのプロフィールを紹介後、コーディネータの茨城大学佐合教授

による進行でパネルディスカッションが進められた。

◇.最初に自己紹介を兼ね「それぞれの職業、立場と農薬とのかかわり」についてお話していただき、「食

の安全性を意識した農産物生産の取組」に焦点を当てたパネルディスカッションを行った。

◇コーディネータによる課題提起

講演テーマ：農薬とは何？

１．農薬とは。

２．農薬はなぜ必要か。

３．農薬の登録制度。

４．食品残留農薬の実態と消費者への

安全性。

５．有機農業と“自然農薬”の危険性。

６．農薬の環境問題の実態。

パネリストの皆さん

向かって左から

◆佐合隆一先生

茨城大学教授

◆岩崎 勤先生

結城市トマト栽培農家

◆谷島朋子先生

いばらきコープ全域理事

◆千葉恒夫先生

茨城県病害虫防除所所長

◆上田康郎先生

茨城県農産課技佐

◆本山直樹先生

東京農業大学客員教授



○ 農薬の必要性について

「食の安全を意識した農産物生産」であれば、農薬を使わなければ良いのではないか。

消費者としては「できれば使ってもらいたくない」と思われるが、なぜ使わなければならないのか。

に対し、生産者の岩崎さん、防除所長の千葉さん、行政の上田さんと、それぞれの立場から発言された。

主な意見：品質、生産コスト、国民食糧の安定供給等から農薬は必要。また、有機農業には国民の食

料の安定供給面から限界性が感じられる。

○消費者が本当に知りたい情報は何か

「農薬の必要性、農薬の安全性が説明されても、まだ信じられない人も多い、もっと知りたい、ある

いは「農家が安全使用基準を守っているのか」など、消費者が本当に知りたい情報が十分得られない。

また、売り場で農薬履歴を見ても農薬名のカタカナ表記の羅列では、その農産物の安全性をその場で判

断することは困難である。」との意見に対し、

消費者（谷島さん）：GAP や、防除履歴の記帳運動など実践されているのは知っているが、カタカナ

農薬名の羅列では本当の内容は理解出来ないし、こんなに使っているのかと、逆に不安になる。 また、

殺虫剤、殺菌剤のように農薬にはみんな「殺」という字がついており､消費者の不安を更に増長させる。

生産者（岩崎さん）、防除所長（千葉さん）、行政（上田さん）の順に意見を述べる。

◆主な意見：ほんとうに必要なのは情報ではなく信頼関係ではないか。信頼関係ができれば面倒な生

産履歴など必要ない。



○安心を得るためのコスト

県では特別栽培などの取り組みを行っているが、農薬の使用基準どおりに散布されていれば安全性は

「有機栽培」も「特別栽培」も「慣行栽培」も差はないのではないか。 しかし、「有機栽培」も「特別

栽培」も生産には大変な努力（コスト）を要する。

行政（上田さん）： 残留農薬も各種機関で調査されているが、いずれの栽培方法でも何ら問題となる

事例は生じていない。「有機栽培」「特別栽培」「慣行栽培」で安全性（危険性）は変らない。 消費者の

安心感を得るために差別化されているにすぎないのではないか。

○会場の様子（ パネリストの先生達の熱心な討論に、みんな真剣な表情。）

専門家（本山先生）：農産物の安全性は無農薬が良いのではない。農薬を使わないことがむしろ危険な

場合もある（カビ毒）、「農薬まがい品」を使った有機栽培と称するものの方がずっと危険。

○農薬の毒性評価にかかわる疑義

農薬の安全性は膨大な経費をかけて、現存する化学物質の中では最も安全性が明らかなものである。

しかし、農薬散布をされると市民の中で「かぶれる」「せきこむ」などの症状を訴える人がいるというこ

とが話題になったりするが、現行の動物実験で安全性の証明に不十分な点はないのか。

専門家（本山先生）：農薬は農薬取締法により、農薬製造者の安全、農薬散布作業者の安全、環境生物

に対する安全、農薬残留農産物の安全。すべての人に安全性が担保される条件下でしか使用できない。

人間への安全性を保証するため、動物実験の数値に安全係数を更に乗し、安全性を評価しており、人

に対する安全性は十分確保されている。



○熱心にメモする参加者

○今回は、女性の参加者も目立った。

総 括

○コーディネータ 佐合先生： 我々の年代（団塊の世代）は、堆肥や下肥で栽培した野菜は生で食べ

られなかったし、必ず加熱して食していた。学校では検便検査があり、蛔虫など寄生虫の問題があった。

このため、当時の進駐軍指導により、化学肥料で栽培したものを「清浄野菜」と称し、ワンランク上に

評価したうえ、国をあげて化学肥料を使った栽培を推薦していた。 このように、食の安全性をめぐる

問題は時代の経過により変わるが議論はつきない。「リスクゼロ」ということは現実にはあり得ないこと

であるし、農薬を使わないことによるリスク（例：ファイトアレキシンがアレルゲンになる可能性）や、

使うことによるリスクを真剣に議論するリスクコミニュケーションが科学の進歩には大切なことではな

いか。また、先生はフードファディズムに左右されないリスクコミニュケーションの必要性を強調し、

パネルディスカッションの最後を締めくった。

参加者の声

食のシンポジウムに参加

して・・・・

「これまで農薬に対しては

悪いイメージを抱いていた

が、このシンポジウムに参

加して考えが変わった。食

糧自給率の向上や農家の

後継者問題を解決するため

にも、農業のことを真剣に

考え、無農薬にも農薬使用

にもリスクがあることを私た

ち消費者がきちんと理解

し、生産者を支え農業を育

てていかなければいけない」

と水戸市から参加した女性

は感想を語った。(常陽新聞

6 月 30 日)より抜粋。



注１）ファイトアレキシンとは

ファイトアレキシンは植物が昆虫に食害されたり病原菌に感染したときだけに生合成されて昆虫を忌避さ

せたり病原菌を殺菌して防御する物質を指す。

注２）フードファディズムとは

食べものや栄養が健康と病気に与える影響を過大に信じること、科学が立証した事実に関係なく何らかの食

べものや栄養が与える影響を過大評価することである。 科学が立証したことよりもその影響を信じ固執して

いることである。 なおフードファディズムの対象となりやすいものは、健康に好影響をもたらしそうな食品、

有害性が疑わしい食品をはじめとして、ダイエット食品、健康食品、ミネラルウォーターなど様々である。

◎最後に主催者を代表し「全国農薬安全指導者協議会」田中康貴会長からお礼のあいさつ

④参加者（敬称略）：

茨城県農薬卸連絡協議会：谷口 武（会長）

安全協茨城県支部(安全コンサルタント)： 清水栄（県幹事）、浅野厚、安達幸雄、大畠尚、皆川康雄、

武藤紀雄、吉澤達也他

全国農薬協同組合（事務局）

田中康貴（教育安全委員長）、金子昌弘（経済活動委員長）、松村博三（理事：教育安全委員）

宮坂技術顧問、堀江参事

２．植物防疫団体総務連絡会

①日時：平成２１年６月２６日（金）１６：００～

②場所：(財)日本植物調節剤研究協会 ３Ｆ会議室

③協議事項：

・各団体の行事予定について（各団体の行事が重ならないよう調整をした。）

・情報交換



・その他

④参加者：宮坂技術顧問

３．第３５回安全協常任幹事会及び賛助会員との打合せ会

（１）「常任幹事会」

日時：平成２１年７月１４日（火）１１：００～１５：１０

場所：虎ノ門パストラル新館３Ｆ「おもと」

議題：（詳細は会議内容参照）

平成２１年度事業実施状況、事業費収支実績、中間報告について

平成２２年度事業計画、収支予算(案)について

その他

（２）「賛助会員との打合せ会及び講演会」

日時：平成２１年７月１４日（火）１５：１５～１７：００

場所：虎ノ門パストラル新館６Ｆ「ペーシュ」

議題：

平成２１年度事業実施状況、事業費収支実績、中間報告について

平成２２年度事業計画、収支予算(案)について

（３）その他

特別講演（１６：００～１７：００）

「農薬の安全性をめぐる動きについて」

講師：(社)日本植物防疫協会 技術顧問(東京農業大学 客員教授) 上路雅子氏

○ 会議概要

◆ 開会に当たり挨拶する田中安全協会長 ◆ 常任幹事会の様子

午前 11 時からの常任幹事会では、平成 21 年度の事業実施状況や事業収支の中間報告を確認、また、

平成 22 年度の事業計画並びに収支予算を協議した。

平成 22 年度の運動方針として掲げたのは、①安全な農産物の確保を図るため、農薬使用者に対して

農薬使用基準に定められた使用時期、使用回数等の遵守・徹底を推進する。

②一般消費に対し農薬の安全性、有用性、並びに正しい知識の普及に努める。③農薬の物流における安

全性確保のための危機管理を徹底する。の三つを掲げた。



事業方針としては、①農薬安全指導運動の実施 ②技術販売体制の強化 ③「指導農薬」制の実施 ④

農薬安全使用確認運動の推進 ⑤一般消費者への農薬の安全性広報活動の実施 ⑥農薬の物流における

安全性確保の徹底 ⑦空容器及び残農薬・廃棄農薬適正処理の推進の七項目を挙げた。

また、事業計画としては、①本部の活動計画として、安全協組織の強化、全国集会の開催、地区協議

会の開催、常任幹事会の開催、賛助会員打合会、アンケート調査の継続、農薬費低減のための行動指針、

「農薬コンサルタント」の養成、農薬工業会及び緑の安全推進協会との連携強化を掲げた。②支部の活

動計画としては、県別の重点活動テーマの実施、「農薬管理指導士」「農薬適正使用アドバイザー」との

連携、農薬シンポジウムの開催、県農薬危害防止協議会への積極的な参加、農薬費低減のため、農薬の

効率的利用を推進、「安全協農薬物流マニュアル」の活用、空容器、残農薬、廃棄農薬の適正処理の推進。

等を掲げ、安全協活動を積極的に推進することを確認した。

平成 22 年度の目玉事業としては、「農薬シンポジウム」を、これまでの 1 カ所から 3 カ所と開催県

を増やし、農薬の正しい理解を得るために地域の実情に合わせ積極的に取り組むこととした。（参考：平

成 22 年度開催予定地区：東海、近畿、四国地区）

なお、15 時 15 分から、賛助会員・常任幹事打合会に入り、平成 21 年度安全協事業の実施状況、収

支実績及び平成 2２年度事業計画・収支予算等を説明した。

その後、１６時からは、（社）日本植物防疫協会の技術顧問で国の農薬の安全性評価の委員でもあり、

農薬の安全性問題に精通しておられる上路雅子先生による「農薬の安全性をめぐる動き」についてご講

演いただいた。その後、会場を別の部屋に移し、寺田農水省農薬対策室長の挨拶に続き、大友環境省農

薬環境管理室長の乾杯の音頭で情報交換会を開催し、最後は日産化学㈱の平田常務の中締めで盛会のう

ちに散会した。

４．全国農薬業厚生年金基金第３９回代議員会及び第５０回理事会

日時：平成２１年７月１５日（水）１１：００～

場所：全農薬会議室

５．全農薬受発注システム利用メーカー連絡協議会

日時：平成２１年７月２２日(水)

場所：全農薬会議室

議題：

(1)新規利用メーカー拡大対策について（未利用メーカー訪問報告）

(2)組合員利用、申し込み状況、利用促進について

(3)組合員からの要望について

(4)各社の運用対応について

(5)システム利用メーカー連絡協議会の会則（案）について

(6)その他



組合員の異動等について

１．安全協幹事交代

【三重県】

氏名：黒川裕規（前任者：吉田利万）

会社名：㈱黒川農薬商会

住所：〒５１０－００８２ 四日市市中部１３－１３

電話番号：０５９３－５３－５６７８

２．組合員社名変更

【静岡県】

旧社名：㈱加村薬局 ⇒ ㈱加村農薬

住所、電話番号、ＦＡＸ番号等の変更はなし

【岐阜県】

旧社名：㈱伊藤利一商店 ⇒ 新社名：㈱伊千呂（平成２１年１月付け）

代表者名、住所、電話番号、ＦＡＸ番号等の変更はなし

３．組合員住所変更

【秋田県】

㈱コハタ 秋田営業所

新住所：〒０１１－０９０１ 秋田市寺内字イサノ２１番地５

電話番号、ＦＡＸ番号は変更なし

営業開始日：平成２１年８月２４日（月）

【富山県】

山正富山営業所

新住所：〒９３９－０３０２ 射水市大江２０７－１

電話番号、ＦＡＸ番号は変更なし

催物のお知らせ

１．（社）日本植物防疫協会主催シンポジウム「防除と農薬をめぐる新たな検討課題」

◆日時：平成 21 年 9 月 11 日（金）10:30 ～ 17:20

◆場所：日本教育会館一ツ橋ホール

東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 Tel 03(3230)4554

◆主催：社団法人日本植物防疫協会

◆開催趣旨：

国際化の流れの中で、自給率向上、低コスト安定供給、一層の安全確保等、今後の我

が国農業の展開には様々な課題が課せられている。このような中、病害虫・雑草防除と

その最も重要な資材である農薬に対しても新たな検討課題が生じている。そこで本シン

ポジウムでは、こうした新たな検討課題と最新の検討状況をひろく紹介し、今後の展開



方向を探る。

◆参集範囲：国及び都道府県の行政・試験研究機関・普及指導機関、独立行政法人、大学、

JA、農薬企業、防除機企業及び関係団体（定員 800 名）

◆参加費：無料

◆プログラム：

10:30 開会

10:40 今後における残留試験の展開と GLP 制度の適用

(独)農林水産消費安全技術センター農薬検査部池田淳一・赤川敏幸

12:00 ～ 13:00 昼食休憩

13:00 飼料作物の展開方向と防除をめぐる課題 全国農業協同組合連合会

13:50 農薬に対する国内外の規制強化とその影響 農薬工業会技術委員会服部光雄

･･････14:45～ 15:00 休憩･･････

15:00 農薬の天敵影響の実際とＩＰＭ体系への反映 （社）日本植物防疫協会 高木豊

15:50 土壌くん蒸剤をめぐる新たな課題 農林水産省植物防疫課 大岡高行

16:45 総括質疑

17:20 閉会

締め切り：8 月 28 日

２．第 24 回報農会シンポジウム「食料自給力の向上と植物防疫」

◆趣旨：

わが国の食料自給力向上をめざすための一つの方策として、水田を十分活用したコメを中心とする生

産の安定と効率化を進めることが不可欠である。そのため、今後の技術開発の方向と水田を活用した安

定かつ効率的なイネ・大豆の栽培上の現状と課題について話題提供を受けて討議し、植物防疫の果たす

役割を展望する。

◆主催：（財）報農会

◆日時：9 月 25 日（金）10:00～17:00

◆場所：「北とぴあ」つつじホール

◆講演題目

１．飼料用イネの生産の現状と課題

２．水田活用による大豆生産の現状と課題

３．水稲の高品質安定生産をめぐって

４．マルチラインといもち病流行への対応

５．食料自給率向上をめざす農業分野の研究開発の現状と今後の展望

◆参加費：一般 2000 円、学生 1000 円

◆連絡先：FAX：０４２－３８１－５４５５



農薬をめぐるトピックス

英国食品基準庁（FSA）は、２００９年 7 月 29 日、有機食品の栄養価、健康機能成分が、通常の栽

培の食品と比較して大きな差は認められなかったという研究報告書を発表した。（FSA プレスリリース）

Organic review published

Wednesday 29 July 2009

(英国食品基準庁の HP)より

FSA（英国食品基準庁）の委託した独立したレビューの結果、オーガニック食品と通常食品の間には

栄養素の含量や何らかの健康影響について大きな違いはないことが示された。この調査報告は特に栄養

価について集中的に評価した。

FSA の消費者の選択と健康的な食生活部門の長である Gill Fine は、「人々が正確な情報を得ることを

確保することが、我々が食べる食品を情報を与えられた上で選択を可能にするには必須である。この研

究は人々がオーガニック食品を食べるべきではないことを意味するわけではない。

この研究が示しているのは、オーガニック食品と通常の食品に、仮に僅かな栄養価の違いがあるとして

も、オーガニック食品を食べることによる健康上のメリットがあるという証拠はない、ということであ

る。」と述べている。

「FSA は消費者の選択を支持し、オーガニック食品に対して賛成でも反対でもない。人々がオーガニ

ック食品を選ぶ理由は動物の福祉や環境への懸念など様々であろう。FSA は消費者に最良の科学に基づ

く正しい情報を提供し続ける。」この研究は London School of Hygiene and Tropical Medicine

░░░░░░░░░░░░░░░░░░░主 な 行 事 予 定 ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

〔全国農薬協同組合〕

平成 21 年 9 月 17 日（木） 第 245 回理事会

9 月２８日(月)～10 月２日(金) 第 71 回植物防疫研修会(牛久)

10 月 27 日（火） 監査会

11 月 24 日（火） 第 246 回理事会

11 月 25 日（水） 第 44 回総会・第 32 回全国集会記念パーティ

（平河町：海運クラブ）

12 月 10 日（木） 第 24 回理事会

〔全国農薬業厚生年金基金〕

平成 21 年 8 月 5 日(水) 資産運用委員会及び財政検討委員会

9 月 16 日（水） 第 40 回代議員会及び第 51 回理事会



（LSHTM：ロンドン大学公衆衛生専門大学院）が行った系統的レビューである。Alan Dangour 博士

らが過去 50 年間に発表されたオーガニックと通常食品の栄養含量や健康影響についての全ての論文を

レビューした。このレビューはこの分野でこれまで行われた研究の中では最も包括的なものである。

FSA は最も最新の科学に基づく正確な情報を消費者に提供するための任務の一環としてこの研究を委

託した。

この研究報告は二部構成で、一つは栄養素の差とその意味について検討し、もう一つはオーガニック

食品を食べることによる健康影響について検討した。結果を報告した論文は American Journal of

Clinical Nutrition が発表した。

この論文の筆頭著者で LSHTM の栄養と公衆衛生介入研究ユニットの Dangour 博士は以下のように

述べている。「オーガニック作物や家畜と通常生産されたものの間には僅かな栄養素の含量の差があるが、

それらは公衆衛生上意味がない。我々のレビューは栄養価が優れているという理由でオーガニック食品

を選ぶことには根拠がないということを示す。」

※ 一つ目のレビュー（1MB）

Comparison of composition (nutrients and other substances) of organically and

conventionally produced foodstuffs: a systematic review of the available literature

http://www.food.gov.uk/multimedia/pdfs/organicreviewappendices.pdf

※ 二つ目のレビュー(333KB)

Comparison of putative health effects of organically and conventionally produced

foodstuffs: a systematic review

http://www.food.gov.uk/multimedia/pdfs/organicreviewreport.pdf

有機栽培だからといって、必ずしもおいしいものではないし、明らかに出来の悪い野菜や果物も売ら

れている。

農家の技術レベルや生産者としてのモラル、有機商品を販売する業者の意識のモラルの違いが大きい

現状では、「有機」を宣伝文句に使っているからといって、それが品質を保証するものにはなっていない。

「有機」とか「オーガニック」は単に表示の問題でしかないので、あまり大きな幻想は抱かない方が良

い。また、これまでヨーロッパかぶれの「出羽の神」を信じ、有機栽培を売り物に儲けてきた業者たち

は、この結果に素直に従い。「有機栽培だから安全、体に良い」といったことをイメージさせる宣伝は、

慎むべきではないだろうか。

原文は以下のアドレスに掲載されているので詳細はご自身で確かめてください。

http://www.food.gov.uk/news/newsarchive/2009/jul/organic



░░░░░░░░░░░░░░░░░░░ 農林水産省等行政からのお知らせ ░░░░░░░░░░░░░░░░░░░

１．特定防除資材（特定農薬）指定のための評価に関する指針の一部改正について





















２．「農林水産分野における個人情報保護に関するガイドライン」等の制定について



３．花粉交配用みつばちの安定確保に向けた取組の推進について







４．国内での新型インフルエンザ感染拡大に備えた「基本的対処方針等のＱ＆A」









平成 21 年度農薬工業会出荷実績表（5 月、6 月）





＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 全農薬ひろば ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

蓮の花（Lotus）

上野不忍池で写す

蓮の花はレンゲ（蓮花）と呼ばれ、仏教では釈尊が蓮華の上

で瞑想する絵が描かれ、極楽浄土の象徴とされる。そのため、

蓮華をかたどった台座に仏像を乗せたり、厨子の扉の内側に蓮

華の彫刻を施したりしている。 また死後に極楽浄土に往生し、

同じ蓮花の上に生まれ変わって身を託すという思想があり、「一

蓮托生」という言葉の語源になっている。

蓮の花は早朝に咲き昼には閉じる。インドとスリランカでは

国の花に指定されている他、マカオの区旗にもデザインされている。なお、果実の皮はとても厚く、

土の中で発芽能力を長い間保持することができる。 昭和 26 年３月、千葉市にある東京大学検見

川厚生農場の落合遺跡で発掘され、理学博士の大賀一郎が発芽させることに成功したハスの実は、

放射性炭素年代測定により今から 2000 年前の弥生時代後期のものであると推定された。これが有

名な大賀ハスである。 また、古代エジプトでは、夜になると水面に沈み、朝に再び水上に花を咲

かせることから、復活・再生の象徴となっている。 私的なことで恐縮だが、私が中国の武漢の近

くの慶州市に出張したとき、20 キロにわたり蓮田で、昼・夕食に 2 週間連続で蓮の実の料理を出

されたのには閉口した思い出がある。

蓮の花の花言葉は「雄弁」こんな人、全農薬の職員の中にもだれかいませんか？

文責：老 加算（ロータス）

分類

界 : 植物界 Plantae

門 : 被子植物門 Magnoliophyta

綱 :
双子葉植物綱

Magnoliopsida

目 : スイレン目 Nymphaeales

科 : ハス科 Nelumbonaceae

属 : ハス属 Nelumbo

種 : ハス N. nucifera

学名

Nelumbo nucifera

和名

ハス

英名

Lotus


